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各教科の教育課程や、授業以外の
特別活動において、９年間のつな
がりを意識した教育を行います。

教育活動がつながる

これまでの
経過はこちら

部活動顧問の代表者と地域指導者が一緒になって、地域クラブ活動への移行、
地域連携に向けて協議を進めてきました。各学校や種目・分野の実情に応じ、
新たな取組を試行しています。

大人数で活動をする
ことで、普段できない
ゲーム形式の練習を
楽しく行うことができて
います。

中体連に個人で出場し
ている生徒も参加し、他
校の生徒同士、お互い
に刺激し合いながら練
習に取り組んでいます。

いつもより大人数で迫
力のある演奏となり
「楽しかった」という声
が多く聞かれています。

複数の指導者による
種目ごと専門性の高い
指導を受けることができ、
充実した練習となって
います。

　子どもたちを取り巻く環境は大きく変化しており、学校教育に求められる役割も変化
しています。また、少子化や学校施設の老朽化といった課題も生じています。このような
中で、飯田市教育委員会では、子どもたちを真ん中においたこれからの学校のあり方に
ついて検討を行っています。令和５年度には新たに「飯田市これからの学校のあり方審
議会」を設置し、これまでの検討内容を踏まえながら審議を進めています。
　令和５年度末には審議会としての意見をまとめた一次答申をいただき、令和６年度に
はさらに議論を深めて最終答申を提出していただく予定です。

地域の芸術サークルの皆さんが
講師となり飯田創造館で芸術講
座を開催しました。

全市型競技別スポーツスクール
のスキー・スノーボード教室を
開催しました。

様々な分野を体験できる機会を地域の方と協働して作っていく予定です。
今後も紹介していきますので、様々な分野にチャレンジしてみませんか？

・特色と魅力ある教育活動のあり方について
・飯田市立小・中学校のこれからの配置・枠組みのあり方について

現在の中学校区単位の小中学校を小中一貫校としての『学園』に
して、義務教育の９年間を通じた一貫教育を行います。

これまで進めてきた飯田市の学校教育の成果と
課題の上に立ち、新たな課題への対応を視野に
入れて「小中一貫教育」を実践することで

全市型競技別
スポーツスクール

これからの学校のあり方について
検討を進めています

学校部活動の
地域クラブ活動への移行に向けた
取組が少しずつ始まっています

学校部活動の
地域クラブ活動への移行に向けた
取組が少しずつ始まっています

まずは、休日部活動からまずは、休日部活動から

高陵中、飯田東中、飯田西中の
部員での合同練習

市内5校26名の生徒での
合同練習

飯田下伊那の部員での
合同練習

旭ヶ丘中、鼎中、阿智中の
部員での合同練習

審議会への諮問内容

目 的目 的
●子どもたちの確かな学力を育みます
●子どもたちの生きる力の基礎を育みます
●地域の将来の担い手・支え手を育みます

●子どもたちの確かな学力を育みます
●子どもたちの生きる力の基礎を育みます
●地域の将来の担い手・支え手を育みます

拠点校部活動の導入に向けて動き出した分野の例

合同練習会等を始めている分野の例

新たな分野にチャレ
ンジした

生徒さんの声をお聞
きしました！

これからの学校のあり方について
検討を進めています
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アートのじかん

サッカー吹奏楽

剣 道 陸 上

飯田東学園
飯田西学園
緑ヶ丘学園

竜東学園
竜峡学園
旭ヶ丘学園

鼎学園
高陵学園
遠山郷学園

素案

「中学校卒業時にめざす子どもの姿」
を、各学園の小中学校の先生・保護者・
地域の皆さんで共有します。

教育目標がつながる

小中学校の先生が一つのチームになって、
9年間の子どもの成長を見通しながら、
連携・協働して教育活動を行います。

先生がつながる

小中学生が一緒に学んだり、活動し
たりする機会を充実させて、異年齢
の子どもたちがつながり学び合
う教育を行います。

子どもたちがつながる

地域や保護者の皆さんが学校運営や教育活動に
参画するコミュニティ・スクールの仕組みを活かし
て特色ある教育を行います。

地域・学校・家庭がつながる

飯田の「学園構想」

審議会の資料や
会議録はこちら

●「飯田のキャリア教育」（地域の人や資源・課題に関わる実体験を通して学ぶ生き方教育）を小中一貫教育の
　柱に据えて、地域ぐるみで特色ある学校づくりを推進します。
●「学園」は「小中一貫校」ですが、小学校の部と中学校の部の校舎と教職員組織を現在のまま置いた「施設
　分離型」からスタートする方向で検討しています。
●「学園」内の職員連携や子どもたちの協働学習ではICT（情報通信技術）も活用します。


